
性的マイノリティへの支援策勉強会の設置

○趣旨
・性的指向及び性自認を理由とする，現に性的マイノリティの方々が抱えている生活
上の困難の解消を目的に，パートナーシップ制度を含めた支援策を幅広く検討する
ため，当事者や有識者による性的マイノリティへの支援策勉強会を設置する。

○メンバー（１０名）
・杉山 文野（NPO東京レインボープライド共同代表理事）
・村木 真紀（NPO虹色ダイバーシティ代表理事）
・鈴木 茂義（東京都小学校教諭）
・河野 陽介（多様な性を考える「にじいろ神栖」代表）
・清山 玲 （茨城大学人文社会科学部法律経済学科教授）
・伊藤しのぶ（茨城県弁護士会）
・長谷川修平（株式会社日立製作所日立事業所）
・満川 元一（茨城県医師会副会長）
・田口 伸一（茨城県議会議員）
・松永 幸子（一般県民）



性的マイノリティへの支援策勉強会の開催

○性的マイノリティの方々の困難事例と支援策の検討

○スケジュール
・１回目（４月２５日）・・・ フリーディスカッション
・２回目（５月上旬） ・・・ 意見を踏まえた論点整理
・３回目（５月中旬） ・・・ 県独自の支援策の検討
・４回目（６月上旬） ・・・ 支援策のとりまとめ

☆勉強会は原則公開により開催する
☆支援策の決定後もＰＤＣＡサイクルにより随時見直しを行う

・公営住宅に入居できない
・病院で面会できない
・生命保険の受取人になれない

当事者の困難事例

自治体での
独自対応

早期の困難解消策の実施


